
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銙
か

帯
たい

は、古
こ

代
だい

の貴
き

族
ぞく

や役
やく

人
にん

が身
み

分
ぶん

をしめすために使
つか

っていたベルトです。 

古
こ

代
だい

の日
に

本
ほん

では、隋
ずい

や唐
とう

（古
こ

代
だい

の中
ちゅう

国
ごく

）を手
て

本
ほん

にして律
りつ

令
りょう

（国
くに

を治
おさ

める

ための法
ほう

律
りつ

）が作
つく

られました。貴
き

族
ぞく

や役
やく

人
にん

の服
ふく

装
そう

も律
りつ

令
りょう

によって細
こま

かく決
き

め

られ、服
ふく

装
そう

を見
み

るとその人
ひと

の身
み

分
ぶん

がわかるようになっていました。 

けんぱくものしりシート 

2015年
ねん

8月
がつ

 

考
こう

古
こ

― № 1 1 

銙
か

帯
たい

 復
ふく

元
げん

模
も

型
けい

 

 

 

 

 

 

 見
み

つかったところ：花
はな

巻
まき

市
し

熊
くま

堂
どう

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

（金
かな

具
ぐ

だけが見
み

つかりました。） 

 使
つか

われていた時
じ

代
だい

：おもに奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

（710～794年
ねん

） 

 展
てん

示
じ

されている銙
か

帯
たい

復
ふく

元
げん

模
も

型
けい

は、奈
な

良
ら

県
けん

の正
しょう

倉
そう

院
いん

に伝
つた

わる「烏
くろ

油
つくり

腰
こし

帯
おび

」をもとに 

作
つく

られました。 

昔
むかし

のベルトだ！ 
ケンくん 

昔
むかし

の人
ひと

は、どんな服
ふく

を着
き

ていたのかなぁ？ ハクちゃん 

銙
か

帯
たい

の部
ぶ

品
ひん

 

 

 

 

 

 

鉸
か

 具
こ

 

ベルトをしめる 

金
かな

具
ぐ

です。 

鉈
だ

 尾
び

 

一
いち

番
ばん

後
うし

ろに 

付
つ

いています。 

丸
まる

 鞆
とも

 と 巡
じゅん

 方
ぽう

 

腰
こし

飾
かざ

りです。丸
まる

鞆
とも

4個
こ

と 

巡
じゅん

方
ぽう

7～8個
こ

を組
く

み合
あ

わせています。 



銙
か

帯
たい

の素
そ

材
ざい

も身
み

分
ぶん

によってちがいがあり、

五
ご

位
い

以
い

上
じょう

の身
み

分
ぶん

の高
たか

い貴
き

族
ぞく

は金
きん

や銀
ぎん

を使
つか

い、

六
ろく

位
い

以
い

下
か

の身
み

分
ぶん

の低
ひく

い役
やく

人
にん

は銅
どう

に黒
くろ

い 漆
うるし

を

ぬったものを使
つか

うよう決
き

められていました。 

銙
か

帯
たい

は、古
こ

墳
ふん

（土
つち

を高
たか

く盛
も

った古
こ

代
だい

のお墓
はか

）

から見
み

つかることがあります。岩
いわ

手
て

県
けん

内
ない

でも、

数
かず

はあまり多
おお

くありませんが、盛
もり

岡
おか

市
し

太
おお

田
た

蝦
え

夷
ぞ

森
もり

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

や金
かね

ケ
が

崎
さき

町
ちょう

西
にし

根
ね

縦
たて

街
かい

道
どう

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

な

どから見
み

つかっています。 

奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

から平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

（794～1185年
ねん

）初
はじ

め

ごろの岩
いわ

手
て

県
けん

をふくむ東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

北
ほく

部
ぶ

は、都
みやこ

の

支
し

配
はい

がおよばない外
がい

国
こく

であり、そこに住
す

む人
ひと

々
びと

は「蝦
えみ

夷
し

」と呼
よ

ばれていました。しかし、この地
ち

方
ほう

の人
ひと

々
びと

は交
こう

易
えき

（人
ひと

や物
もの

が

たがいに行
い

き来
き

すること）を通
とお

して、都
みやこ

とつながりを持
も

っていました。「蝦
えみ

夷
し

」

と呼
よ

ばれた人
ひと

々
びと

の中
なか

には、友
ゆう

好
こう

（親
した

しく付
つ

き合
あ

うこと）の印
しるし

として、朝
ちょう

廷
てい

（天
てん

皇
のう

が政
せい

治
じ

を行
おこな

う場
ば

所
しょ

）から位
くらい

とその身
み

分
ぶん

に合
あ

わせた銙
か

帯
たい

や服
ふく

を与
あた

えられた

有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

（その社
しゃ

会
かい

で力
ちから

を持
も

っている人
ひと

）もいました。有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

が亡
な

くなった

後
あと

、銙
か

帯
たい

や服
ふく

を身
み

に付
つ

けたすがたで、古
こ

墳
ふん

にほうむられたと考
かんが

えられます。 

 銙
か

帯
たい

は、古
こ

代
だい

の岩
いわ

手
て

の人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

について教
おし

えてくれる、大
たい

切
せつ

な資
し

料
りょう

です。 

 

 参
さん

考
こう

にした本
ほん

『いわて未
み

来
らい

への遺
い

産
さん

 遺
い

跡
せき

は語
かた

る』岩
いわ

手
て

日
にっ

報
ぽう

社
しゃ

 2000年
ねん

/『衣
い

食
しょく

住
じゅう

にみる日
に

本
ほん

人
じん

の歴
れき

史
し

2 飛
あす

鳥
か

時
じ

代
だい

～平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

 王
おう

朝
ちょう

貴
き

族
ぞく

の暮
く

らしと国
こく

風
ふう

文
ぶん

化
か

』あすなろ書
しょ

房
ぼう

 2002年
ねん

 他
ほか

  

  

 

モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（9月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

歴
れき

史
し

－11だよ！ 

おたのしみに！ 
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奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

の役
やく

人
にん

の服
ふく

装
そう

（想
そう

像
ぞう

図
ず

） 

上
じょう

衣
い

 

冠
かんむり

 

笏
しゃく

 

くつ 

はかま 

平
ひら

緒
お

 

銙
か

帯
たい

（背
せ

中
なか

） 


